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総　　説

要　　旨

　本研究は，子育てをしながら就労する母親が感じる困難の文献検討から母親が感じる困難とその関連要
因を整理し，今後の課題を明らかにすることを目的とした．「母親」，「子育て」，「就労」をキーワード検
索し，16 件の分析対象とする研究から困難とその関連要因に関する内容を抽出した．その結果，子育て
をしながら就労する母親が感じる困難は，子どもに関わる仕事や周囲のサポートへの調整困難，子どもの
世話を母親が自分ですることが難しいこと，母親自身の心身の健康維持が難しいこと，子どもと関わる時
間確保の困難などであった．また，子育てをしながら就労する母親が感じる困難の関連要因は，母親の周
囲の人からの支援，母親の雇用形態，母親の内面に関すること，母親と周囲の交流などであった．子育て
をしながら就労する母親にとって，時間を確保することが難しく，時間の確保に関する困難を解消するこ
とは今後の課題である．また，母親の満足感を高めるだけの子育て支援ではなく，子どもの成長発達への
関連を考慮した支援を検討していくことも必要であると考える．

Ⅰ．緒言

　国内における女性の雇用者数は年々増加してお
り，2021 年の雇用者総数に占める女性の割合は
45.5％となっている［1］．また，夫婦共働き世帯
も年々増加する傾向にある［2］［3］．女性が職業
を持つことに対する意識について，1992 年では

「子供が大きくなったら再び職業をもつ方がよい」
と答えた者の割合が女性 45.4％，男性 39.2％とと
もに最も高かったが，2016 年には「子供ができ

ても，ずっと職業を続ける方がよい」と回答する
割合が徐々に増え，男女ともに 5 割を上回り［4］，
2019 年には男性 58.0％，女性 63.7％まで上昇して
いる［5］．共働き世帯が働きながら子育てをする
ために待機児童の解消を目指した「新子育て安心
プラン」［6］に基づき，各市区町村の保育所等の
施設は現在も増え続けている［7］とともに，厚
生労働省は，少子化対策として男性の育児参加な
どのワーク・ライフ・バランスを推進しており，
女性が職業を持ち続けることに対する支援が進め
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られている．しかし，総務省（2017）の「平成 28
年社会生活 基本調査」［8］によると，6 歳未満の
子供をもつ共働き世帯の妻の家事関連時間が 6 時
間 5 分であるのに対し，夫は 1 時間 22 分であり，
妻が家事や育児を担う時間は夫の 4 倍ほどである
ことが報告されている．また，子育てと就労の両
立を困難にする要因として，時間的余裕のなさ，
職場の配慮・整備不足，家族等の両立における不
調和，家族からの支援不足，経済的困難などが報
告されている［9］．このことから，子育てをしな
がら就労をするには母親は大きな負担や困難を抱
えていることが推察される．子育て困難感が母親
のアタッチメント不足の増大やインターネット依
存傾向の高まりを導いている可能性があると指摘
されており［10］，母親が感じる困難を解消した
り軽減に向けて支援することは，親子関係の改善
やインターネット依存の予防にも繋がるため重要
であると考える．
　そこで，本研究は，子育てをしながら就労する
母親の困難に関する研究を概観し，母親が感じる
困難とその関連要因を整理し，今後の課題を明ら
かにすることを目的とする．

Ⅱ．研究方法

１．対象文献

　文献検索データベースは，医学中央雑誌 web
版と CiNii Research を用いた．キーワードは，「母
親」，「子育て」，「就労」とし，原著論文を条件と
して付加してコンピューターにて検索した（検索
日：2022 年 5 月 31 日）．その結果，医学中央雑誌
web 版では 257 件，CiNii Research では 76 件が
該当した．一次スクリーニングとして重複論文
23 件を除外し，表題や抄録を精読し，子育てを
しながら就労する母親を対象としている論文 138
件を抽出した．二次スクリーニングでは，母親が
感じる困難について調査していることを条件に論
文全体を精読した．その際，健康障害を持つ子ど
もの母親に焦点を当てた研究は，子育てをしなが
ら就労する困難感が異なると考え除外し，最終的
に 16 件の文献を分析対象とした．

２．分析方法

　各論文の表題，著者，掲載誌，発行年，研究目
的，対象者，データ収集年，研究方法，困難の実
態や具体的な内容，困難の関連要因を整理した．
また，困難について調査している論文を困難の内
容ごとに分類した．子育てをしながら就労する母
親が感じる困難やその困難の関連要因について
は，記述してある文献から該当する内容を抽出し
た．

３．用語の定義

１）子育て
　本研究において，乳児期から学童期の児を含む
子を育てることであり，0 歳から 6 歳の小学校入
学前までの乳幼児期の子を育てる「育児」を含む．

２）困難
　困難とは，物事をするのが非常に難しいことを
示す．本研究では，子育てをしながら就労する母
親が感じる困難に焦点を当てており，母親の悩み
や，不安，ストレスなど，子育てをしながら就労
するなかで難しい，苦しいと感じる感情を含める．

Ⅲ．研究結果（表 1）

　研究の概要を表 1 に示した．以下，（　）は表
1 の文献番号を示す．

１．子育てをしながら就労する母親の困難に関す

る研究の概要

　対象文献として選定された文献は 16 件であっ
た．そのうち，2014 年 3 件，2000 年，2002 年に
2 件 ず つ，1996 年，2001 年，2003 年，2004 年，
2005 年，2006 年，2008 年，20017 年，2018 年 に
1 件ずつ行われていた．また，データ収集が行わ
れ た 年 は，1991 年，1998 年，1999 年，2003 年，
2004 年，2007 年，2009 年，2014 年，2018 年に 1
件ずつ，2001 年に 3 件，2000 年に 4 件であった．
　研究対象は，保育所や幼稚園，小学校，児童ク
ラブなどに子どもが通っている母親が 12 件，0 歳
から 12 歳までの子どもを持つ看護師が 1 件，健
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也

，
他

鹿
児

島
大

学
医

学
部

保
健

学
科

紀
要

，
24

巻
1

号
，

P
35

-4
2

20
14

保
育

園
に

通
う

子
供

を
持

つ
母

親
を

対
象

に（
１

）
育

児
ス

ト
レ

ス
の

状
態

、（
２

）
育

児
ス

ト
レ

ス
に

関
す

る
①

母
親

の
意

識
（

対
処

行
動

、
母

親
役

割
）、

②
子

ど
も

に
対

す
る

意
識

（
子

ど
も

の
行

動
）、

③
周

囲
に

対
す

る
意

識
（

ソ
ー

シ
ャ

ル
・

サ
ポ

ー
ト

）
の

状
況

、（
３

）
育

児
ス

ト
レ

ス
の

程
度

と
①

～
③

と
の

関
係

を
明

ら
か

に
す

る
こ

と

A
市

の
4

ヶ
所

の
保

育
園

に
通

う
子

供
の

母
親

23
5

名
20

14

母
親

の
育

児
ス

ト
レ

ス
を

測
定

す
る

た
め

に
、

先
行

研
究

の
育

児
ス

ト
レ

ス
認

知
尺

度
16

項
目

／
質

問
紙

調
査

／
M

an
n-

W
hi

tn
ey

-U

母
親

の
56

.8
％

が
「

子
育

て
の

た
め

に
、

自
分

自
身

の
自

由
な

時
間

が
取

れ
な

い
」

と
感

じ
て

お
り

、
以

下
、「

子
育

て
の

た
め

に
、

趣
味

や
学

習
な

ど
の

個
人

的
な

活
動

に
支

障
を

き
た

し
て

い
る

」、
「

子
ど

も
の

子
育

て
に

費
用

が
か

か
り

す
ぎ

る
と

感
じ

る
」、

「
子

育
て

に
必

要
な

費
用

が
家

計
を

圧
迫

し
て

い
る

と
感

じ
る

」
の

順
に

多
い

母
親

役
割

の
受

容
が

積
極

的
肯

定
的

、
母

親
役

割
の

受
容

が
消

極
的

否
定

的
、

子
ど

も
と

の
人

間
関

係
や

自
己

の
成

長
の

点
で

満
足

し
て

い
る

程
度

、
育

児
ス

ト
レ

ス
コ

ー
ピ

ン
グ

尺
度

の
逃

避
的

得
点

、
夫

婦
親

密
性

サ
ポ

ー
ト

、
家

族
サ

ポ
ー

ト
、

実
行

さ
れ

た
サ

ポ
ー

ト
が

育
児

ス
ト

レ
ス

と
有

意
な

関
連

あ
り

6
母

親
の

就
労

・
育

児
不

安
と

子
育

て
実

態
調

査
と

の
関

係
吉

見
 昌

弘
同

朋
福

祉
，

14
号

，
P1

65
-1

83
20

08

①
母

親
の

就
労

が
ど

の
よ

う
に

子
ど

も
の

生
活

実
態

や
親

の
子

育
て

意
識

に
影

響
を

及
ぼ

し
て

い
る

の
か

②
子

育
て

を
楽

し
い

と
感

じ
る

者
と

そ
う

で
な

い
者

と
を

比
較

し
て

、
子

ど
も

の
生

活
実

態
や

親
の

子
育

て
意

識
に

ど
の

よ
う

な
差

異
が

あ
る

の
か

そ
の

う
え

で
、

子
育

て
し

や
す

い
環

境
づ

く
り

へ
の

今
後

の
方

向
性

を
検

討
す

る

富
山

県
全

域
の

幼
稚

園
15

ヶ
所

・
保

育
所

43
ヶ

所
に

通
う

3
歳

児
と

5
歳

児
の

保
護

者

20
03

子
育

て
の

不
安

や
悩

み
を

問
う

選
択

回
答

式
質

問
／

質
問

紙
調

査
／

ク
ロ

ス
集

計
、

χ
2

検
定

正
社

員
の

68
.7

%
が

他
の

就
業

形
態

の
母

親
よ

り
も

「
子

ど
も

と
の

時
間

が
十

分
に

と
れ

な
い

」
こ

と
に

悩
ん

で
お

り
、

パ
ー

ト
・

ア
ル

バ
イ

ト
の

42
.6

％
が

他
の

雇
用

形
態

の
母

親
よ

り
も

「
子

ど
も

を
育

て
る

た
め

の
経

済
的

な
負

担
が

大
き

い
」

こ
と

に
悩

ん
で

い
る

専
業

主
婦

33
.4

％
の

ほ
う

が
正

社
員

よ
り

も
「

子
ど

も
と

の
接

し
方

に
自

信
が

も
て

な
い

」
と

感
じ

て
い

る

正
社

員
や

パ
ー

ト
・

ア
ル

バ
イ

ト
の

雇
用

形
態

に
よ

っ
て

困
難

と
の

有
意

な
関

連
あ

り

7

病
気

時
に

お
け

る
子

育
て

支
援

の
検

討
　

保
育

所
・

児
童

ク
ラ

ブ
の

保
護

者
を

対
象

と
し

た
実

態
調

査
の

分
析

百
瀬

 栄
美

子

日
本

看
護

学
会

論
文

集
:小

児
看

護
，

36
号

，
P

26
5-

26
7

20
06

子
ど

も
が

病
気

時
の

対
処

方
法

や
病

児
保

育
に

対
す

る
社

会
的

支
援

へ
の

ニ
ー

ズ
を

明
ら

か
に

す
る

地
方

都
市

の
保

育
所

(園
)に

通
園

し
て

い
る

子
ど

も
の

保
護

者
10

0
名

、
児

童
ク

ラ
ブ

に
入

所
し

て
い

る
子

ど
も

の
保

護
者

10
0

名
、

計
20

0
名

20
04

仕
事

継
続

困
難

性
を

確
認

す
る

測
定

用
具

の
記

載
な

し
／

質
問

紙
調

査
／

χ
2

検
定

制
度

の
面

で
行

政
へ

の
要

望
、

病
児

保
育

施
設

の
利

用
が

退
職

へ
の

迷
い

を
感

じ
る

仕
事

継
続

困
難

性
と

有
意

な
関

連
あ

り

8

三
歳

児
を

養
育

す
る

母
親

の
育

児
ス

ト
レ

ッ
サ

ー
　

就
労

母
親

と
非

就
労

母
親

の
比

較

野
口

 純
子

，
三

浦
 浩

美
，

植
村

 裕
子

，
他

香
川

母
性

衛
生

学
会

誌
，

5
巻

1
号

，
P2

3-
30

20
05

三
歳

児
を

養
育

す
る

母
親

の
育

児
ス

ト
レ

ッ
サ

ー
の

特
徴

を
就

労
母

親
と

非
就

労
母

親
の

比
較

か
ら

明
ら

か
に

す
る

中
国

・
四

国
地

区
の

瀬
戸

内
海

側
の

地
方

都
市

の
3

歳
児

健
診

に
来

所
し

た
母

親
27

4
名

20
00

-
20

01
育

児
ス

ト
レ

ッ
サ

ー
尺

度
の

31
項

目
／

質
問

紙
調

査
／

因
子

分
析

、
一

元
配

置
分

析

就
労

母
親

群
は

育
児

ス
ト

レ
ッ

サ
ー

尺
度

31
項

目
の

う
ち

「
家

事
を

全
て

す
る

時
間

が
な

い
」（

1
項

目
／

31
項

目
）

に
有

意
差

あ
り

非
就

労
母

親
群

は
「

短
時

間
子

ど
も

を
預

け
ら

れ
る

人
が

い
な

い
」

「
一

人
き

り
で

育
児

を
し

て
い

る
」「

子
ど

も
と

2
人

だ
け

で
家

に
い

る
」「

自
分

と
子

ど
も

だ
け

で
社

会
と

の
接

点
が

な
い

」「
仕

事
を

辞
め

、
社

会
と

の
つ

な
が

り
が

切
れ

た
」、

「
思

う
よ

う
な

食
べ

方
を

し
て

く
れ

な
い

」、
「

よ
く

泣
く

」「
一

人
に

な
れ

る
時

間
が

な
い

」「
自

分
の

ペ
ー

ス
が

乱
さ

れ
る

」「
毎

日
同

じ
こ

と
の

繰
り

返
し

を
し

て
い

る
」「

夫
が

家
事

に
非

協
力

的
で

あ
る

」、
以

上
（

10
項

目
／

31
項

目
）

に
有

意
差

あ
り

育
児

ス
ト

レ
ッ

サ
ー

31
項

目
の

う
ち

12
項

目
に

有
意

差
が

あ
り

、
11

項
目

は
非

就
労

母
親

の
方

が
高

く
、

1
項

目
は

就
労

母
親

が
高

い

107
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献
番

号
表

題
著

者
掲

載
誌

発
行

年
研

究
目

的
対

象
者

デ
ー

タ
収

集
年

研
究

方
法

困
難

の
実

態
や

具
体

的
な

内
容

困
難

の
関

連
要

因

9

乳
幼

児
を

も
つ

就
労

女
性

の
育

児
ス

ト
レ

ス
と

職
業

性
ス

ト
レ

ス
の

分
析

平
岡

 康
子

，
松

浦
 和

代
，

野
村

 紀
子

小
児

保
健

研
究

，
63

巻
6

号
，

P
64

7-
65

2
20

04
乳

幼
児

を
持

つ
就

労
女

性
の

育
児

ス
ト

レ
ス

、
職

業
ス

ト
レ

ス
の

実
態

と
そ

れ
に

影
響

を
与

え
る

要
因

に
つ

い
て

明
ら

か
に

す
る

旭
川

市
内

の
7

ヶ
所

の
認

可
保

育
所

に
通

所
す

る
1-

3
歳

の
子

ど
も

を
持

つ
就

労
女

性
と

1-
3

歳
の

子
ど

も
を

持
つ

道
内

6
ヶ

所
の

病
院

で
就

労
す

る
女

性
、

計
42

3
名

20
01

①
悩

み
を

確
認

す
る

測
定

用
具

の
記

載
な

し
、

②
育

児
ス

ト
レ

ス
を

測
定

す
る

た
め

に
、

既
存

の
育

児
支

援
質

問
紙

に
あ

る
育

児
の

心
配

や
戸

惑
い

を
測

定
す

る
“

育
児

困
難

感
Ⅰ

”、
子

ど
も

へ
の

否
定

的
感

情
や

衝
動

的
で

抑
制

の
効

か
な

い
攻

撃
性

を
測

定
す

る
“

育
児

困
難

感
Ⅱ

”。
職

業
ス

ト
レ

ス
を

測
定

す
る

た
め

に
、

既
存

の
N

IO
S

H
I職

業
性

ス
ト

レ
ス

調
査

の
35

項
目

短
縮

版
に

7
項

目
を

加
え

42
項

目
に

よ
る

調
査

票
を

用
い

た
／

質
問

紙
調

査
／

単
純

集
計

，
t検

定

母
親

の
68

.0
％

が
育

児
の

悩
み

が
あ

る
こ

と
を

明
ら

か
に

し
て

お
り

、
そ

の
う

ち
33

.0
％

の
母

親
が

し
つ

け
に

関
す

る
こ

と
や

食
事

に
関

す
る

こ
と

に
つ

い
て

悩
ん

で
い

る

1
歳

児
を

持
つ

母
親

42
.1

％
が

育
児

困
難

感
Ⅰ

の
ハ

イ
リ

ス
ク

群
で

あ
り

、
2

歳
児

を
持

つ
母

親
よ

り
有

意
に

高
く

、
2

歳
児

を
持

つ
母

親
47

.1
％

が
育

児
困

難
感

Ⅱ
の

ハ
イ

リ
ス

ク
群

で
あ

り
、

1
歳

児
を

持
つ

母
親

よ
り

有
意

に
高

い
職

業
ス

ト
レ

ス
に

つ
い

て
、

職
種

別
で

は
看

護
師

が
最

も
高

い
職

業
ス

ト
レ

ス
ハ

イ
リ

ス
ク

群
は

、
勤

務
月

数
13

ヶ
月

以
上

、
正

社
員

、
8

時
間

交
代

者
、

31
時

間
以

上
勤

務
者

に
そ

の
割

合
が

有
意

に
高

い
職

業
ス

ト
レ

ス
と

育
児

ス
ト

レ
ス

の
相

関
関

係
な

し

10
看

護
職

と
し

て
働

く
母

親
の

育
児

に
お

け
る

困
難

と
対

処

野
村

 幸
子

，
脇

田
 満

里
子

,
妹

尾
 美

紀
，

他

人
間

と
科

学
:広

島
県

立
保

健
福

祉
大

学
誌

，
3

巻
1

号
，

P
71

-8
2

20
03

働
く

母
親

に
と

っ
て

必
要

な
支

援
は

何
か

育
児

と
両

立
し

て
看

護
職

を
継

続
す

る
た

め
の

要
因

を
明

ら
か

に
す

る
た

め
の

基
礎

的
資

料
を

得
る

0
歳

か
ら

12
歳

（
6

年
生

）
ま

で
を

養
育

し
て

い
る

看
護

師
50

名

20
01

育
児

と
仕

事
の

継
続

に
お

け
る

困
難

を
問

う
自

由
回

答
式

質
問

／
質

問
紙

調
査

／
質

的
分

析

働
く

母
親

の
育

児
上

の
困

難
乳

幼
児

期
：

【
保

育
態

勢
の

不
十

分
さ

】「
子

ど
も

が
急

な
病

気
時

、
保

育
体

制
の

調
整

が
大

変
」「

夜
勤

時
の

保
育

態
勢

が
な

い
」

【
母

親
の

身
体

的
疲

労
】「

母
親

の
身

体
的

疲
労

が
あ

る
」

【
親

役
割

に
お

け
る

葛
藤

】「
子

ど
も

と
関

わ
る

時
間

が
少

な
い

」「
子

ど
も

を
自

分
が

世
話

で
き

な
い

こ
と

が
嫌

」
【

子
ど

も
へ

の
影

響
】「

保
育

所
に

子
ど

も
が

適
応

で
き

な
い

」「
子

ど
も

の
食

習
慣

へ
の

影
響

が
あ

る
」

学
童

期
：

【
保

育
態

勢
の

不
十

分
さ

】「
放

課
後

の
保

育
態

勢
が

な
い

」「
子

ど
も

の
急

な
病

気
時

、
保

育
態

勢
が

な
い

」
【

親
役

割
に

お
け

る
葛

藤
】「

学
校

行
事

に
参

加
で

き
な

い
」

11

母
親

の
子

育
て

不
安

と
母

親
の

就
労

形
態

と
の

関
連

性
に

関
す

る
研

究

八
重

樫
 牧

子
，

小
河

 孝
則

川
崎

医
療

福
祉

学
会

誌
，

12
巻

2
号

，
P

21
9-

23
9

20
02

母
親

の
就

労
形

態
が

母
親

の
子

育
て

に
ど

の
よ

う
に

影
響

を
及

ぼ
し

て
い

る
の

か
と

い
う

こ
と

に
つ

い
て

検
討

す
る

O
県

O
市

の
保

育
所

13
ヶ

所
・

幼
稚

園
2

ヶ
所

、
S

県
E

市
の

保
育

所
1

ヶ
所

・
幼

稚
園

1
ヶ

所 計
17

ヶ
所

に
通

う
0

か
ら

6
歳

の
子

ど
も

の
母

親
15

85
名

20
01

母
親

の
子

育
て

不
安

を
測

定
す

る
た

め
に

、
先

行
研

究
の

子
育

て
支

援
質

問
紙

の
29

の
不

安
項

目
／

質
問

紙
調

査
／

χ
2

検
定

，
一

元
配

置
分

散
分

析
，

多
重

比
較

検
定

，
因

子
分

析

「
私

は
ひ

と
り

で
子

ど
も

を
育

て
て

い
る

」、
「

自
分

の
や

り
た

い
こ

と
が

で
き

な
く

あ
せ

る
」、

「
不

安
や

恐
怖

に
お

そ
わ

れ
る

こ
と

が
あ

る
」、

「
い

て
も

た
っ

て
も

い
ら

れ
な

い
ほ

ど
落

ち
着

か
な

い
こ

と
が

あ
る

」
の

4
つ

の
項

目
に

有
意

差
あ

り
4

項
目

と
も

非
常

勤
の

得
点

が
最

も
高

い
。

ま
た

、
夫

の
精

神
的

な
支

え
、

自
分

の
親

に
相

談
す

る
、

保
育

所
・

幼
稚

園
の

先
生

に
相

談
す

る
、

相
談

す
る

人
が

い
る

、
友

人
と

の
付

き
合

い
を

頻
繁

に
し

て
い

る
、

地
域

の
子

ど
も

活
動

に
参

加
す

る
、

子
育

て
サ

ー
ク

ル
に

参
加

す
る

こ
と

が
、

子
育

て
の

不
安

と
関

連

12
母

親
就

労
家

庭
に

お
け

る
子

ど
も

の
健

康
と

親
子

関
係

小
池

 和
世

，
松

本
 友

子

東
海

学
校

保
健

研
究

，
26

巻
1

号
，

P5
9-

68
20

02
母

親
の

就
労

は
子

ど
も

の
健

康
に

影
響

を
及

ぼ
す

状
況

を
具

体
的

に
捉

え
て

明
ら

か
に

す
る

静
岡

県
の

A
小

学
校

の
5・

6
年

生
の

児
童

と
そ

の
母

親
33

2
名

20
00

母
親

が
仕

事
を

す
る

こ
と

で
困

る
こ

と
を

問
う

選
択

回
答

式
質

問
12

項
目

／
質

問
紙

調
査

／
量

的
分

析

就
労

し
て

い
る

母
親

の
59

.6
%

が
育

児
を

始
め

て
か

ら
一

度
は

仕
事

と
育

児
の

両
立

に
悩

ん
で

い
る

母
親

の
32

.3
％

が
「

怒
り

っ
ぽ

く
な

る
こ

と
」

に
困

っ
て

お
り

、
以

下
、「

く
た

び
れ

て
い

る
こ

と
」、

「
食

事
が

遅
く

な
る

」、
「

病
気

の
と

き
」、

「
お

母
さ

ん
が

い
な

く
て

さ
み

し
い

」、
「

あ
ま

り
話

が
で

き
な

い
」、

「
勉

強
を

み
れ

な
い

」、
「

参
観

会
に

行
け

な
い

」
な

ど

13
働

く
女

性
の

た
め

の
育

児
支

援
を

考
え

る

澤
田

 真
弓

，
河

崎
 訓

代
，

北
平

 裕
奈

美
，

他

岐
阜

県
母

性
衛

生
学

会
雑

誌
，

26
巻

，
P

29
-3

2

20
01

働
く

母
親

に
焦

点
を

あ
て

育
児

支
援

と
し

て
「

ワ
―

キ
ン

グ
マ

ザ
ー

ク
ラ

ス
」

を
開

催
す

る
準

備
段

階
と

し
て

働
く

母
親

た
ち

の
心

配
事

・
悩

み
・

様
々

な
育

児
支

援
に

関
す

る
情

報
の

知
識

な
ど

を
調

査
し

報
告

す
る

岐
阜

市
の

保
育

所
に

子
供

を
預

け
て

い
る

母
親

84
8

名
19

99
仕

事
を

し
な

が
ら

子
育

て
す

る
う

え
で

の
心

配
事

や
悩

み
を

問
う

選
択

回
答

式
質

問
9

項
目

／
質

問
紙

調
査

／
量

的
分

析

母
親

の
半

数
以

上
が

子
育

て
を

す
る

う
え

で
「

子
ど

も
と

接
す

る
時

間
が

少
な

い
」

こ
と

に
悩

ん
で

お
り

、
以

下
「

身
体

的
疲

労
」、

「
心

の
ゆ

と
り

が
な

い
」、

「
子

ど
も

の
病

気
の

時
、

そ
ば

に
い

て
や

れ
な

い
」「

子
ど

も
の

情
緒

面
の

発
達

に
悪

影
響

が
無

い
か

」、
「

3
歳

ま
で

は
母

の
手

で
育

て
た

方
が

良
い

の
で

は
」、

「
家

事
を

す
る

時
間

が
不

足
感

」、
「

精
神

的
苦

痛
」

な
ど

14

母
親

の
育

児
支

援
に

関
す

る
基

礎
的

研
究

(1
)　

保
育

園
児

を
持

つ
母

親
の

育
児

環
境

及
び

仕
事

と
育

児
の

両
立

に
関

す
る

意
識

佐
々

木
 綾

子
，

田
邊

 美
智

子
,

木
下

 珠
希

福
井

医
科

大
学

研
究

雑
誌

，
1

巻
3

号
，

P
42

7-
44

5

20
00

保
育

園
児

を
持

つ
有

職
と

無
職

の
母

親
（

有
職

者
,

無
職

者
）

の
,育

児
環

境
及

び
仕

事
と

育
児

の
両

立
に

間
す

る
意

識
に

つ
い

て
明

ら
か

に
す

る

福
井

市
の

全
公

立
保

育
園

を
利

用
し

て
い

る
1-

3
歳

児
の

母
親

11
60

名

20
00

仕
事

と
育

児
の

両
立

の
困

難
を

問
う

選
択

回
答

式
質

問
13

項
目

／
質

問
紙

調
査

／
χ

2
検

定

就
労

し
て

い
る

母
親

の
多

く
が

「
子

ど
も

が
病

気
の

時
に

職
場

の
調

整
が

大
変

」
と

感
じ

て
お

り
、

以
下

「
精

神
的

・
肉

体
的

負
担

が
大

き
い

」、
「

余
暇

の
時

間
が

も
て

な
い

」、
「

仕
事

の
た

め
に

保
育

所
に

時
間

内
に

迎
え

に
行

け
な

か
っ

た
」、

「
仕

事
に

全
力

投
球

で
き

な
い

」、
「

夜
間

の
授

乳
に

よ
る

不
眠

、
身

体
負

担
」、

「
仕

事
や

サ
ポ

ー
ト

体
制

の
調

整
が

大
変

」、
「

夫
婦

間
の

認
識

に
ず

れ
」、

「
仕

事
中

授
乳

で
き

な
か

っ
た

」、
「

経
済

的
負

担
が

大
き

い
」、

「
家

族
間

の
認

識
の

ず
れ

」
な

ど

核
家

族
世

帯
が

「
子

ど
も

が
病

気
の

時
に

職
場

の
調

整
が

大
変

」、「
精

神
的

・
肉

体
的

負
担

が
大

き
い

」、
「

仕
事

の
た

め
に

保
育

所
に

時
間

内
に

迎
え

に
行

け
な

か
っ

た
」、

「
経

済
的

負
担

が
大

き
い

」、
に

お
い

て
三

世
代

世
帯

よ
り

も
有

意
に

高
い

三
世

代
世

帯
で

は
「

家
族

間
の

認
識

の
ず

れ
」

が
有

意
に

高
い

15

職
業

婦
人

の
子

育
て

に
対

す
る

意
識

調
査

　
児

童
を

持
つ

褥
婦

の
指

導
の

た
め

に

佐
藤

 慶
子

，
植

田
 京

子
，

平
岡

 康
子

旭
川

赤
十

字
病

院
医

学
雑

誌
， 

14
巻

，
P

65
-6

8

20
00

働
き

な
が

ら
子

育
て

を
す

る
母

親
へ

の
指

導
の

糸
口

と
す

る
た

め
に

母
親

の
就

労
に

関
す

る
現

状
と

意
識

、
子

育
て

に
対

す
る

悩
み

を
調

査
し

て
報

告
す

る

市
内

の
A

小
学

校
に

在
学

中
の

児
を

持
つ

働
く

母
親

12
1

名
19

98
心

配
事

や
悩

み
を

確
認

す
る

測
定

用
具

の
記

載
な

し
／

質
問

紙
調

査
／

量
的

分
析

母
親

の
52

％
が

仕
事

を
し

な
が

ら
子

育
て

す
る

う
え

で
の

心
配

事
や

悩
み

が
あ

る
こ

と
を

明
ら

か
に

し
て

お
り

、
そ

の
う

ち
60

％
の

母
親

が
「

子
ど

も
と

接
す

る
時

間
が

少
な

い
」

こ
と

に
悩

ん
で

お
り

、
以

下
、「

自
分

が
不

在
時

の
子

ど
も

の
行

動
や

病
気

が
気

に
な

る
」

な
ど

16

子
育

て
に

お
け

る
母

親
と

父
親

の
ス

ト
レ

ス
比

較
 -

母
親

の
就

労
形

態
に

よ
る

差
異

-

初
塚

 眞
喜

子
，

石
田

 雅
人

大
阪

教
育

大
学

紀
要

 
第

IV
部

門
，

教
育

科
学

，
45

巻
1

号
，

P
31

-4
2

19
96

日
常

の
育

児
の

中
で

母
親

・
父

親
の

感
じ

る
ス

ト
レ

ス
が

、
母

親
の

就
労

形
態

に
ど

の
よ

う
に

依
存

し
て

い
る

の
か

を
質

問
紙

法
に

よ
り

検
討

す
る

1-
4

歳
の

子
ど

も
を

持
つ

60
組

の
父

母
12

0
名

19
91

ス
ト

レ
ス

を
測

定
す

る
た

め
に

先
行

研
究

を
参

考
に

作
成

し
た

6
つ

の
ス

ト
レ

ス
尺

度
／

質
問

紙
調

査
／

分
散

分
析

家
族

そ
ろ

っ
て

外
出

し
た

り
、

レ
ジ

ャ
ー

を
楽

し
む

よ
う

な
機

会
を

も
っ

と
持

ち
た

い
な

ど
の

「
家

族
の

ま
と

ま
り

の
な

さ
」、

家
事

の
協

力
・

分
担

の
問

題
や

配
偶

者
が

も
っ

と
子

ど
も

の
相

手
を

す
る

こ
と

、
子

ど
も

の
大

事
な

問
題

に
は

も
っ

と
積

極
的

に
行

動
し

て
ほ

し
い

な
ど

の
「

配
偶

者
援

助
の

不
足

」、
自

由
に

な
る

時
間

が
ほ

し
い

こ
と

や
、

趣
味

や
ス

ポ
ー

ツ
を

通
し

て
社

会
と

の
つ

な
が

り
を

も
ち

た
い

こ
と

な
ど

の「
自

己
実

現
の

阻
害

」
の

3
つ

の
ス

ト
レ

ス
が

、
パ

ー
ト

タ
イ

ム
群

の
ス

ト
レ

ス
が

フ
ル

タ
イ

ム
群

よ
り

有
意

に
大

き
い

6
つ

の
ス

ト
レ

ス
「

家
族

の
ま

と
ま

り
の

な
さ

」、
「

配
偶

者
援

助
の

不
足

」、
「

子
ど

も
の

問
題

行
動

」
に

つ
い

て
パ

ー
ト

タ
イ

ム
群

並
び

に
専

業
主

婦
群

が
フ

ル
タ

イ
ム

群
よ

り
有

意
に

大
き

い
「

養
育

疲
労

」、
「

発
達

不
安

」、
「

自
己

実
現

の
阻

害
」

に
つ

い
て

パ
ー

ト
タ

イ
ム

群
が

フ
ル

タ
イ

ム
群

よ
り

有
意

に
大

き
い
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子育てをしながら就労する母親が感じる困難とその関連要因の文献検討

康診査を受診した子どもの母親が 2 件，不明が 1
件であった．また，16 件の研究のうち，研究対
象である母親の子どもは，未就学児が 14 件，就
学児が 4 件であった（重複あり）．さらに，16 件
の研究のうち，就労する母親のみを対象者として
いる研究が 9 件（文献番号 1, 2, 4, 5, 7, 9, 10, 13, 
15），父親と母親や就労している母親と就労して
いない母親（専業主婦等）などと群分けされてい
る研究が 7 件（文献番号 3, 6, 8, 11, 12, 14, 16）で
あった．
　研究方法は，全て質問紙調査であり，自由回答
式質問が 1 件（文献番号 10）と不明が 3 件（文献
番号 7，9，15），他は選択回答式質問であった．
また，分析方法は，質的分析が 1 件（文献番号
10），他は量的分析であった．
　子育てをしながら就労する母親が感じる困難に
関する研究の分類では，研究の論述の中で使用さ
れている困難の表現により，子育てをしながら就
労する母親が感じる困難に関する研究が 4 件（文
献番号 7, 10, 12, 14），子育てをしながら就労する
母親が感じる悩みに関する研究が 4 件（文献番号
6, 9, 13, 15），子育てをしながら就労する母親が
感じる不安に関する研究が 2 件（文献番号 1, 
11），子育てをしながら就労する母親が感じるス
トレスに関する研究が 5 件（文献番号 4, 5, 8, 9, 
16），子育てをしながら就労する母親が感じる負
担に関する研究が 2 件（文献番号 2, 3），子育て
をしながら就労する母親のワーク・ファミリー・
コンフリクトに関する研究が 1 件（文献番号 1）
であった（重複あり）．

２．子育てをしながら就労する母親が感じる困難

　16 件の研究のうち 8 件（文献番号 5, 6, 8, 10, 12, 
13, 14, 15, 16）は，子育てをしながら就労する母
親が感じる困難の具体的な内容を明らかにしてい
た．
　子育てをしながら就労する母親が感じる困難の
具体的な内容とは，「子どもが急な病気時，保育
態勢の調整が大変であること」，「仕事やサポート
体制の調整が大変であること」など子どもに関わ

る仕事や周囲のサポートへの調整困難（文献番号
10, 14），「子どもが病気の時対応できないこと」，

「子どもの参観会に行けない」など子どもの世話
を母親が自分ですることが難しいこと（文献番号
10, 12, 13），「身体的疲労があること」，「精神的苦
痛があること」など母親自身の心身の健康維持が
難しいこと（文献番号 10, 12, 13, 14），「子どもと
関わる時間が少ないこと」，「子どもとあまり話が
できないこと」など子どもと関わる時間確保の困
難（文献番号 6, 10, 12, 13, 15），「余暇の時間がも
てないこと」，「子育てのために自分自身の自由な
時間がとれない」など自分のための時間確保の困
難（文献番号 5, 13, 14, 16），「経済的負担が大き
いこと」，「子どもを育てるための経済的な不安が
大きい」など子育てのための経済的負担や不安が
あること（文献番号 5, 6, 14），「家事をする時間
が足りない」「仕事に全力投球できない」など家
事や仕事のための時間確保の困難（文献番号 13, 
14），「配偶者の家事の協力・分担の問題」など夫
から家事や子育ての協力を得ることが難しいこと

（文献番号 16），「趣味やスポーツを通して社会と
のつながりをもつ」といった仕事以外の社会との
つながりが難しいこと（文献番号 16）であった．

３．母親が感じる困難の関連要因

　16 件の研究のうち，子育てをしながら就労す
る母親が感じる困難の研究 2 件（文献番号 7, 
14），悩みの研究 1 件（文献番号 6），不安の研究
2 件（文献番号 1, 11），ストレスの研究 4 件（文
献番号 4, 5, 9, 16），負担の研究 2 件（文献番号 2, 
3）・ワーク・ファミリー・コンフリクトの研究 1
件（文献番号 1）の計 12 件（重複あり）は，困
難の程度を測定するために尺度を用いており，子
育てをしながら就労する母親が感じる困難との関
連要因を明らかにしていた．
　困難との関連要因は，夫，自分の親，友人，家
族からの支援など母親の周囲の人からの支援（文
献番号 1, 3, 4, 5, 11），非常勤や常勤などの母親の
雇用形態（文献番号 4, 6, 11, 14, 16），就労意欲，
母親役割の受容，育児ストレスコーピングなど母
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親の内面に関すること（文献番号 3, 5），友人や
他者との交流や地域活動への参加など母親と周囲
の交流（文献番号 1, 11），他，子どもの年齢（文
献番号 9），家族関係（文献番号 1），職場での支
援（文献番号 4），親や保育所の先生などに相談
すること（文献番号 11）などであった．

Ⅳ．考察

１．子育てをしながら就労する母親が感じる困難

の研究の動向

　わが国では，1980 年には夫婦のうち男性が主
な働き手となる片働き世帯が主流であったが，そ
の後，共働き世帯が継続的に増加し，1997 年に
は共働き世帯が片働き世帯数を上回った．1990
年代のバブル経済崩壊後の就職氷河期での女子学
生の就職難の問題を受け，1997 年に努力義務で
あった採用・昇進・教育訓練等での差別が禁止規
定になるなど大幅に改正された男女雇用機会均等
法が 1999 年に施行された［11］．同年，社会の様々
な分野で当時実現されていなかった男女の平等を
実現するためと男女共同参画社会基本法が交付，
施行された［12］．また，これまでの少子化対策
を見直し，保育等子育て支援サービスの充実や仕
事と子育て両立のための雇用環境整備などから成
る新エンゼルプランが策定され［13］，その後も
共働き世帯が増加を続けてきた．本研究の分析対
象とした研究 16 件のうち，10 件の研究は 2000 年
代に行われており，7 件の研究のデータ収集は
2000 年，2001 年に行われている．これは，先述
のような社会的背景により女性の就労や共働き世
帯数が増加したことから，1999 年以降に就労す
る母親の意識や子育てへの影響に着目した調査が
多く行われる機会となり，これにより子育てをし
ながら就労する母親の困難に着目した研究も多く
行われた可能性がある．
　全国家庭動向調査［14］によると，2003 年の
夫 婦 間 で の 育 児 分 担 割 合 の 平 均 は， 母 親 が
83.5％，父親が 16.5％であったが，2013 年では母
親が 79.8％，父親が 20.2％であり，10 年前と比較
してもあまり変化が見られず，母親の育児負担の

割合が依然として大きい．子育てをしながら就労
する母親の困難の研究について，2010 年代に行
われている研究 5 件のうち，3 件のデータ収集は
2000 年代に行われており，そのうち 2 件は発行
年から 10 年以上前のデータを分析していること
からも，2010 年代の母親の困難は，2000 年代か
ら大きく変化していない可能性が高い．
　子育てをしながら就労する母親の困難に関する
研究の対象者は，そのほとんどが未就学児を持つ
母親を対象としていた．特にデータ収集が 2009
年以降に行われた未就学児を持つ母親を対象とし
た研究は，困難の実態や困難と就労の有無との関
連だけではなく，母親役割の受容や就労意欲など
の母親の意識との関連要因［15］［16］について
明らかにしていた．また，夫からの支援やソーシャ
ルサポートの有無だけではなく，家族機能との関
連［15］［17］についても明らかにしていた．
2010 年代までは，乳幼児期の子どもの子育てを
する母親にとって，子どもを保育所に入所させる
こと自体が困難だったことからも，未就学児を持
つ母親を対象としている研究が多い理由の一つで
あることが考えられる．2008 年には新待機児童
ゼロ作戦［18］，2015 年には子ども・子育て支援
新制度が施行されるなど，待機児童解消を目指し
た国の取り組みにより，2017 年の待機児童数
26,081 人から，2021 年には 5,634 人へと減少し，
8 割の市町村で待機児童が解消されていると報告
されており［19］，2020 年代の母親が感じる困難
は，国の子育て支援の施策に影響を受け変化して
いる可能性がある．また，市区町村によっては保
育所不足のため待機児童が多いなど大都市と地方
の子育て支援が異なることだけではなく，近居の
親族による支援が得られやすい世帯や介護をして
いる世帯が多く住む地域があるなど［20］，子育
てをする母親が感じる困難は居住している地域の
特徴や子育ての環境に影響を受ける可能性も考え
られる．
　就学児の子育てをしながら就労している母親を
対象とした困難に関わる研究は，2006 年の児童
クラブに入所している子どもの保護者を対象とし
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た研究［21］以降産出されていないことになる．
就労している母親の子どもが小学校入学後は学童
保育で過ごす場合が多く，職種によっては学童保
育の開始時間や終了時間が母親の勤務実態に即し
ていないこと［22］，土曜日勤務時の預け先がな
いなどの理由で，小学校入学後に母親が就労継続
を断念する場合もあることが指摘されており，就
学児の子育てをしながら就労する母親への支援は
今後の課題であると考える．

２．子育てをしながら就労する母親が感じる困難

　子育てをしながら就労する母親は，家庭での育
児や家事と職場での業務遂行など多重役割を担っ
ており，子どもの急な体調不良に対しては家庭の
役割や調整だけではなく，子どもの世話をするた
めに仕事を休むための業務調整などの職場での調
整が必要となる．子どもの急な病気の時などに仕
事や周囲のサポートへの調整困難［23］［24］を
感じていることは，普段，家庭と職場を切り離し
て担っている役割であっても，母親の役割を果た
すために職場の役割にも影響を及ぼすことになる
ためだと考えられる．また，子どもの急な体調不
良時や学校行事などのために，仕事を休むことで
職場での業務遂行に影響を及ぼすことから，祖父
母に子どもの世話や行事への参加を依頼すること
も少なくなく，子育てをしながら就労する母親が
子どもの世話を自分ですることが難しいと感じて
いる［24］［25］［26］ことに繋がっていると考え
る．2008 年の調査によると，正社員の母親は三
世代家族が 54.3％と最も多く，専業主婦は核家族
が 66.9％と最も多かったことが報告されている

［21］．これは，家庭に夫以外の祖父母がいること
が，母親が正社員で働くことと関連している可能
性が高く，子育てをしながら母親が就労するには，
夫以外の人からの協力が必要であることが推察さ
れる．一方で，周囲に子どもの世話を依頼するこ
とで母親の役割を果たせず困難を感じている可能
性が考えられる．乳幼児を養育中の看護師と子ど
もの関わりを調査した研究は，日勤業務終了時間
の 17 時以降 30 分ごとの母親の気持ちが，19 時以

降では母親全員が子どもがさみしい思いをしてい
ると強く思い，帰宅後子どもと一緒に遊ぶことは
できないと思っていることを明らかにしていた

［27］．このように，子どもと過ごす時間が勤務時
間の超過により削られることで，子どもにさみし
い思いをさせていると思う母親も少なくない．子
育てをしながら就労する母親が子どもと関わる時
間の確保を困難だと感じていること［21］［24］［25］

［28］は，母親の役割が十分果たせないことから
葛藤や不安感を感じている可能性がある．
　子どもと関わる時間の確保［22］［24］［25］［28］，
自分のための時間の確保の困難［15］［23］［25］

［29］，家事や仕事のための時間確保の困難［23］
［25］は，就労する母親にとって，時間を確保す
ることが難しいことを示す．これより，母親の健
康管理に時間を割けないことも考えられ，母親自
身の身体的疲労や負担への対応は後回しにするな
ど，就労する母親自身の心身の健康維持が困難

［23］［24］［25］［26］だと感じていることに繋がっ
ていると考える．就労する母親にとって，時間の
確保に関する困難を解消することは，喫緊の課題
だと考える．
　2003 年に実施された全国家庭動向調査［30］
によると，夫の過半数が育児に関連する「食事を
させる」，「寝かしつける」，「おむつを替える」を
行っていないこと，1998 年の調査と比較して 21
時以降の帰宅時間が増加していたことが報告され
ている．夫の帰宅時間が遅いことも夫の家事や育
児への参加を困難にさせ，子育てをしながら就労
する母親が夫から家事や子育ての協力を得ること
が難しい［28］と感じ，母親の家事・育児の負担
へと繋がっている可能性が考えられる．「夫・父
親・家庭機能の問題」，「夫婦関係のあり方」と
いった夫婦関係や家庭の評価について，有職群の
母親が無職群よりネガティブな傾向がみられたと
いう報告がある［31］一方で，父親の家事・子育
て参加程度が高い群では，母親の 42.3% が常勤で
最も多いと報告されており［32］，就労している
母親のうち常勤の母親の場合は父親から比較的協
力が得られている可能性が高い．夫の育児遂行率
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が高いと第 1 子出産時の妻の就業継続率も高いこ
とが報告されており［33］，母親の仕事と家事や
子育ての両立に父親の育児参加の程度が影響する
ことから，父親から家事や子育ての協力を得る困
難を解消することは，子育てをしながら就労する
母親にとって重要な要素であると考える．

３．子育てをしながら就労する母親が感じる困難

の関連要因

　仕事や家事と子育ての両立には，夫や夫以外の
家族，職場の理解などのソーシャルサポートが必
要であると指摘されており［34］，本研究におけ
る母親が感じる困難との関連にも，夫，自分の親，
友人，家族などの母親の周囲の人からの支援［15］

［17］［16］［35］［36］が関連することが確認され
た．また，母親と周囲との交流［17］［36］や職
場での支援［35］も関連要因として抽出された．
保育園に通う子どもの親について，同じ園の親と
話し合う機会よりも，職場の同僚や友人と話し合
う機会のほうが多く，特に父親の場合はその様子
が顕著であることが報告されており［37］，身近
な同僚や友人のほうが子育てについて話しやすい
傾向にあることが考えられる．市町村などで取り
組まれている母親同士の交流だけではなく，職場
におけるソーシャルサポートとして子育てに関わ
る交流の場を取り入れることも，母親の困難の軽
減に有効だと考える．
　就労意欲，母親役割の受容，育児ストレスコー
ピングなど母親の内面に関すること［15］［16］も，
母親が感じる困難と関連していた．未就学児をも
つ女性看護師が子育て支援を活用し仕事と子育て
の両立を図るうえで【両立へのモチベーションを
もつ】【仕事または子育ての負担を軽減する支援
を活用する】【自ら工夫し，両立しやすい環境を
調整する】などしながら，自ら努力をしている特
徴を持つことが報告されている［38］．また，乳
児を育てる専業主婦と兼業主婦ともに子育てに関
する自己効力感の向上への支援が必要であると言
われており［39］，就労する母親が感じる困難の
克服には，母親の自己効力感の程度が影響するこ

とが考えられる．これらは，母親が子育てをしな
がら就労するという困難の克服には，家族からの
協力や職場における配慮などの外的要因だけでは
なく，モチベーションや自己効力感などの母親の
内的要因に関することも影響する可能性が高い．
母親の内的要因と母親が感じる困難の関連を確認
することで，困難の克服に向けた母親への支援に
繋がる可能性が考えられる．
　母親が感じる困難に関連する要因として，母親
の雇用形態［21］［23］［29］［35］［36］も抽出さ
れた．日本における育児中の女性労働者において，
正社員は嘱託職員にくらべ，仕事のプレッシャー
や柔軟でない仕事をする傾向がみられ，仕事と家
庭に関する精神的緊張をより経験していること，
嘱託職員は財政的困難に直面する傾向があり社会
経済的困難に直面する傾向，家族や友達からの支
援を欠く傾向のあることが報告されている［40］．
また，複数の研究［35］［36］において，母親の
雇用形態が非常勤の場合に，子育てに対する不安
やストレスが高いことが報告されている．これら
は，母親の雇用形態によって困難の内容や質が異
なる可能性が考えられる．また，非常勤の母親の
場合，夫や家庭内の支援が得られていない［41］
など，母親の雇用形態によって周囲の人からの支
援の程度が異なることが報告されている．一方で，
看護師は職業性ストレスが最も高く，看護師の正
社員 34.3％が職業性ストレスのハイリスク群であ
り，パートタイム契約社員より有意に高かったこ
とを明らかにしており［42］，母親が感じる困難
の程度は，雇用形態だけではなく，母親の職種に
も影響される可能性が考えられる．
　未就学児の子育てをしている母親は，自分のた
めの時間確保，子育てのための経済的負担や不安，
夫から家事や子育ての協力を得ること，仕事以外
の社会とつながることを困難に感じていた［15］

［21］［23］［29］が，就学児の子育てをしている
母親を対象として同様の困難を感じていることを
明らかにした研究は見当たらなかった．小学生を
第一子にもつ就労女性を対象とした生活状況の調
査［42］によると，子どもや自分のために使える
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時間が少ない，学校の用事の多さに対応しきれな
いなど時間に余裕がないことや，疲労が回復でき
ず心が休まらないなど心身の健康管理の問題があ
ることが報告されている．就学児を持つ母親の場
合，職場において責任のある仕事を任せられてい
る場合もあり，これまでのキャリアを維持しなが
ら仕事と子育てを両立することになり，職業上の
ストレスや就労の継続自体の困難に直面している
可能性が考えられる．就学児の子育てをしながら
就労する母親が感じる困難に関わる研究は，近年
見当たらないことからも，今後調査が必要だと考
える．
　我が国は，女性の就労に関して性別役割分業意
識が存在していることが議論されてきた［43］［44］
が，この中で女性が働くことが子どもの成長発達
に影響を与える可能性を論じていることも少なく
ない．母親が有職の場合，子どもの就寝時間は遅
く，夜間の平均睡眠時間は 10 時間を満たさない

［45］など，母親の就労が子どもに与える影響に
関わる文献も複数存在する［46］．一方で，母親
の帰宅時間の遅さは子どもの栄養バランスなどの
食習慣に影響を及ぼさない［45］など，子どもへ
の影響がないことも報告されている．少子化対策
として推進されている子育て支援ではあるが，母
親の満足感を高めるだけの支援ではなく，子ども
の成長発達への関連を考慮した支援を検討してい
くことも必要であると考える．

Ⅴ．結論

１．子育てをしながら就労する母親が感じる困難
は，子どもに関わる仕事や周囲のサポートへの
調整困難，子どもの世話を母親が自分でするこ
とが難しいこと，母親自身の心身の健康維持が
難しいこと，子どもと関わる時間確保の困難，
自分のための時間確保の困難，子育てのための
経済的負担や不安があること，家事や仕事のた
めの時間確保の困難，夫から家事や子育ての協
力を得ることが難しいこと，仕事以外の社会と
のつながりが難しいことであった．

２．子育てをしながら就労する母親が感じる困難

の関連要因は，母親の周囲の人からの支援，母
親の雇用形態，母親の内面に関すること，母親
と周囲の交流，子どもの年齢，家族関係，職場
での支援，親や保育所の先生などに相談するこ
とであった．

３．子育てをしながら就労する母親が感じる困難
は，国の子育て支援の施策や，居住している地
域の特徴や子育ての環境に影響を受ける可能性
がある．

４．子育てをしながら就労する母親にとって，時
間を確保することが難しく，時間の確保に関す
る困難を解消することは，喫緊の課題である．

５．就学児の子育てをしながら就労する母親の困
難に着目した調査が今後必要である．

６．母親の満足感を高めるだけの子育て支援では
なく，子どもの成長発達への関連を考慮した支
援を検討していくことも必要である．
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